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岐阜県図書館における 
インターネットを活用した 

レファレンスサービスの取り組み 
 
１ はじめに 
 岐阜県図書館では、1996 年にメールによる

レファレンスの受付を始め、2002 年にはレフ

ァレンス事例データベース、2004 年には『岐

阜県史』のオンライン目次の公開など、インタ

ーネットを活用したレファレンスサービスに

力を入れている。この事例紹介では、インター

ネットを活用した岐阜県図書館の取り組みを

紹介するとともに、これからのレファレンスサ

ービスについて考えてみたい（※）。 
 
２ メールレファレンス 
<http://www.library.pref.gifu.jp/library/refe.htm> 
 電子メールを活用したレファレンスの受付

は、1996 年の図書館ホームページの開設以来、

行っているサービスである。このサービスは、

利用者がホームページ上のフォームに質問な

どを入力し送信することで、図書館側にレファ

レンスを依頼するというものである。 

 

レファレンス受付フォーム 

 質問は、県外の利用者からは岐阜県に関わる

ものに限り、県内からは岐阜県関係のみならず、

一般的な質問も受け付けている。 
 受け付けた質問には、図書館から利用者に直

接、メールで回答する。その際、調査に用いた

図書館資料のほか、インターネットで有益なサ

イトが見つかれば、そのURL も紹介している。 
 

 件

数 
うち県外 
利用者 

うち郷土 
質 問 

ﾚﾌｧﾚﾝｽ全体に

占める割合 

00 291 50 67    2.01％  

01 231 93 56 1.38 

02 173 60 61 0.85 

03 184 50 70 0.89 

 ここ数年の統計を見ると、メールでのレファ

レンス受付件数は、図書館全体で受け付けた質

問件数のうちごくわずかな割合しか占めてい

ない。また、近年は減少傾向にある。その一因

として、利用者が自分自身でインターネットな

どによって回答を見つけることが容易になっ

たことが考えられる。 
 一方で、メールで寄せられる質問内容には、

図書館の蔵書を何冊も探してようやく回答を

見つけ出せるような事実調査も依然として多

い。このことは、あらゆる利用者のニーズがイ

ンターネットですべて解決するわけではない

ことを意味している。 
 
３ レファレンス事例集 
<http://www.library.pref.gifu.jp/sanko/jireishu/ref_all.htm> 
 2002 年の秋に実験版ではあるが「レファレ

ンス事例データベース」を公開した。このデー

タベースは、1999 年から 2000 年までに当館

で受け付けたレファレンス事例をまとめた冊

子体のレファレンス事例集をデータベース用

に加工して検索可能にしたものであった。 
 2005 年１月からは、データベースにかわり、

「レファレンス事例集」を公開している。デー

タベースが利用できる OS やブラウザに制限

があったものを、HTML 版の事例集にするこ

とで、基本的に閲覧者のネット環境に制限を設

けないようにしたのである。検索には Google

2000〜2003 年度メールレファレンス統計 

http://www.library.pref.gifu.jp/library/refe.htm
http://www.library.pref.gifu.jp/sanko/jireishu/ref_all.htm
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のサイト内検索を利用している。 
この事例集に収録している事例は、回答に至

るまでの過程でさまざまな資料にあたり、その

結果回答にたどりつけた事例や、どうしても回

答ができなかった事例である。蔵書検索やイン

ターネットなどでただちに回答できたものは

取り上げていない。回答に至る過程のなかに今

後のレファレンスに役立つ資料やヒントがあ

る事例をまとめている。 
 なお、レファレンス関連のリンク集として、

他館のホームページで公開されているレファ

レンス事例集や事例データベースへのリンク

集、岐阜県について調べるときに役立つデータ

ベースや Web サイトを集めたリンク集を提供

している。 

 

レファレンス事例集トップページ 

 この事例集がレファレンスそのものを効率

化するわけではない。むしろ、レファレンス事

例集の意義は、事例を公開し共有することで、

他の職員が受けた質問を自分でも考えてみる

というトレーニングになり、自己研鑽のテキス

トとなることだ。もちろん、ホームページで公

開することによって、レファレンスサービスと

いうものを図書館が行っていることを PR す

る狙いもある。 
 ところで、レファレンス事例集の作成におい

て課題は 2 つある。1 つは、公開後に新しい事

例を継続して追加していくことができるかと

いう点である。当館では、日常の業務のなかで、

レファレンスは記録票にメモを残しているが、

そのメモを公開しても問題のないレファレン

ス事例としてまとめることが難しい。 
 もう 1 つの課題は、事例の更新である。すで

に公開している事例のなかにも、現在ではイン

ターネットを使えば簡単に回答できる事例や、

新しく辞典類が出版されていて回答が見つか

った事例もある。それらの事例を適宜見直し、

更新していかなければならない。事例がまだ少

ないうちはよいが、数百件、数千件となったと

きにはどうするのか。 
 当館では、最初の課題については、1 ヶ月ご

とに担当者がレファレンス記録票から事例を

10 件程度取り上げ、事例集としてまとめるこ

ととした。2 つめの課題については、事例集を

参照したときに必要な更新があればメモを残

しておき、毎月の事例追加時にまとめて更新す

ることとした。今後は、定期的に事例を追加・

更新していく予定である。 
 
４ レファレンスツールの作成と公開 
 岐阜県図書館では、レファレンスツールの一

つとして岐阜県に関係する新聞記事見出しや

雑誌記事索引をホームページで公開している。

ここでは、2004 年からホームページで公開を

始めた、当館の郷土コーナーでよくある質問を

まとめた「クイック・レファレンス岐阜」と郷

土レファレンスの基本書である『岐阜県史』の

オンライン目次について紹介する。 
(1) クイック・レファレンス岐阜 

<http://www.library.pref.gifu.jp/sanko/quick.htm> 
 「クイック・レファレンス岐阜」とは、言っ

てみればレファレンス事例集の簡易版である。

郷土資料を担当するカウンターで日々受け付

ける質問には、郷土の歴史や自然、民俗に関す

ることで繰り返し聞かれる質問がある。そのよ

うなよくある質問に対して、図書館員が日頃の

書架整理やレファレンスの途中などで見つけ

た図書館資料や Web サイトをまとめ、即座に

対応できるようにしたものがこの「クイック・

レファレンス岐阜」である。 

http://www.library.pref.gifu.jp/sanko/quick.htm
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 よくある質問をキーワードの五十音でまと

め、キーワードをクリックすると、関連する当

館所蔵の資料や Web サイトのリストが表示さ

れるようになっている。 

 
クイック・レファレンス岐阜 

(2) 郷土資料のオンライン目次 
<http://www.library.pref.gifu.jp/library/mokuji/ 

mokuji_top.htm> 
郷土資料の目次をオンライン化する試みは

すでに香川県立図書館が行っているが、当館で

も『岐阜県史』を手始めに、『岐阜県教育史』

などの岐阜県について調べるときに基本とな

る資料の目次を電子化し、順次公開していく予

定である。その際、Google の検索機能を借り

てサイト内検索を行えるようにしてある。それ

によってこれまで目次をひとつずつたどって

いかなければならなかった検索が、思いつくキ

ーワードで検索できるようになった。（なお、

『岐阜県史』目次のデータ入力は国の緊急雇用

対策事業として行った。） 
 オンライン目次は、国立国会図書館でも「レ

ファレンス情報データベース」として作成して

いて、そこには『岐阜県史』も含まれている。

しかし、全巻ではないし、入力に手間のかかる

史料編は手つかずのままだ。さらに、「レファ

レンス情報データベース」はまだ一般公開され

ていない。 
郷土資料のオンライン目次の作成は、地元の

図書館だからこそできることであり、ホームペ

ージで公開することで遠隔地の利用者の便を

図ることにもなる。 

 

『岐阜県史』目次 

５ まとめ 
 図書館員にとってインターネットはレファ

レンスサービスにもはや欠かすことのできな

いツールとなっている。また、インターネット

を通しての情報発信も求められている。その一

方で、図書館にはこれまで蓄積してきた膨大な

資料がある。その資料なくしては図書館は存在

意義を持たない。メールレファレンスであれ、

レファレンスツールのホームページ公開であ

れ、インターネットを活用したレファレンスサ

ービスとは、図書館にある紙資料を世界中の利

用者と結びつけるものであると言える。 
 
 
(※) 岐阜県図書館の事例についてはこれまでにも当館職員

が各所で発表している。主なものに次の文献があるのであ

わせて参照いただきたい。 

・土本潤「岐阜県図書館のインターネットサービス」『み

んなの図書館』、No.256、1998年８月、pp.27-33。   

・ 松浦伸吾「メールによるレファレンスサービス」『中部

図書館学会誌』、No.41、2000年２月、pp.31-34。 

・ 井上貴之「岐阜県図書館のインターネット利用サービ

ス」『全国公共図書館研究集会報告書』、2000年度、

pp.61-65。   

・ 後藤圭太「岐阜県図書館のメールレファレンスとレファ

レンス事例データベース」『大学の図書館』、Vol.22、

No.9、2003年９月、pp.157-158。  

http://www.library.pref.gifu.jp/library/mokuji/mokuji_top.htm
http://www.library.pref.gifu.jp/library/mokuji/mokuji_top.htm
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岐阜市立図書館における 

レファレンスサービスについて 

 
１ はじめに 
 岐阜市立図書館は、市民 41 万人に対し、

本館･分館・４つの図書室と移動図書館で図書

館サービスを提供している。約 46 万冊の蔵

書があり、うち郷土資料を 17,000 冊、参考

資料を 25,000 冊所蔵している。 
 本館には、一般・児童室・参考資料室の窓

口があり、レファレンスサービスは、本館が

中心として行っている。参考資料室では 2 名

（実務経験 5 年目と 3 年目）の嘱託司書が 4
勤 3 休という勤務体制の中、レファレンス業

務に従事している。レファレンスの受付け方

法は、窓口、電話、文書、ホームページの４

通りがあり、今回はホームページからの受付

について紹介する。 
 
２ ホームページでのレファレンスサービス 

(1) ホームページ上でのレファレンス 

サービスの開設 

岐阜市立図書館では 1999 年 8 月、インタ

ーネット上にホームページを開設した。利用

者が自宅に居ながら図書館のサービスを受け

ることができるよう、蔵書検索・インターネ

ット予約と共にレファレンスサービスを開始

した。 
(2) 利用基準と回答制限 
当館では、レファレンスサービスの利用基 

準と回答制限を下記のように定め、レファレ

ンスサービス受付画面に明記している。 
ア 利用基準 

(ｱ) 岐阜市外の方からのレファレン

スは岐阜市の郷土関係のみとする。 
(ｲ) ホームページからのレファレン

スの回答は原則的に電子メールで返

答する。 
(ｳ) 回答は 1 週間以内に行う。 

イ 回答制限 
以下の事項に該当する場合は回答し 

ない。 
(ｱ) 個人のプライバシーに関わるこ

と 
(ｲ) 非公開資料について 
(ｳ) 資料の鑑定に関わること 
(ｴ) 身上調査など、図書館の業務に適

さないこと 
(ｵ) 経費または時間を必要以上に要

する調査 
(ｶ) 翻訳、又は古書の読解 
(ｷ) 医療、法律など専門的資格を有す 
ること 

(ｸ) 学校の宿題、懸賞問題など 
(ｹ) その他館長が不適正と認めた事項 

(3) 入力画面 

画面入力項目は E メールアドレス、氏名、 
郵便番号、住所、電話番号及び質問内容とし、

郵便番号・住所・電話番号以外は必須入力に

設定した。必須項目については、2004 年 9
月、３度目のリニューアルに伴い県外・県内

の区別が出来ないことから住所を必須項目に

追加した。この画面から利用者は知りたい質

問内容を入力し送信すると、参考資料室用パ

ソコンにメールとして送信される仕組みであ

る。 
レファレンスサービス入力画面 
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(4) 利用状況 
ホームページ上からのレファレンスサービ

ス受付状況は、当初予想していたよりも少な

かった。インターネットが普及し、利用者が

自分で調べることができるようになったため

と思われる。 
レファレンスサービスの利用者を住所別に 

みると、当初の予想では県外からの依頼は少

ないと考えていたが、実際は県外と県内、ほ

ぼ同数の依頼が寄せられた。このことからイ

ンターネットという世界が地域の枠を超えて

いることを改めて実感した。 
(5) レファレンス内容 
レファレンスサービス画面から質問される 

内容は様々である。レファレンス・参考業務

という言葉が、インターネットを利用してい

る人にどう捉えられているか、時々疑問に思

うこともあるが、参考資料室へ寄せられる質

問を大きく分けると所蔵調査、簡単な質問、

本格的な資料調査の３つに分けることができ

る。 
ア 所蔵調査 
ホームページから蔵書検索をしてみたが、 

うまく希望する本を検索することができな

かった利用者が、レファレンスサービスを

利用して蔵書検索を依頼する場合や、興味

がある分野、読みたい分野についての本を

いくつか教えてほしいという読書相談的な

質問がこれにあたる。以前なら、図書館へ

足を運び書架を見ながら自分が探している

本を借りていたが、今は自宅に居ながら蔵

書検索ができ、本の予約もできる。便利な

反面、検索にヒットしないと、自分が借り

たい本を調べることができない状況に陥る。

その時、レファレンスサービスは気楽に本

について尋ねることができる窓口となって

いるのである。「西條八十の『蝶』という詩

が収められている本はあるか」などの質問

がこれにあたる。 
 

イ 簡単な質問 
これは、日常のふとした疑問を、レファ 

レンスサービスを使って質問するというも

のである。インターネットが普及している

現在、見つけたい情報にたどり着けないと

いう人が多いのか、県内・県外を問わず当

館のレファレンスサービスを利用される。 
県外からの質問は、郷土資料のみと受付 

画面で謳っているにも関わらず、多く寄せ

られるのが現状である。インターネットの

世界では地域の図書館、県外の図書館の区

別が付きにくいのかもしれない。当館では

このような質問に対しても回答は行い、最

後に地域の図書館、もしくは住んでいる県

の図書館の URL を紹介し、次回からはそ

ちらの図書館を利用されるようにお勧めし

ている。 
県内の利用者については、参考資料を挙

げながら概要をまとめた回答を行っている。

その際、できれば来館して直接資料を閲覧

してもらうことをお奨めしている。 
ウ 本格的な資料調査 
県外の方から最近多く寄せられる質問 

には、「自分の先祖について」や、「ある特

定の人物について」等がある。県内からは、

「街道について」や「鵜飼について」等、

身近に関わることが特に多く寄せられる。 
(6) レファレンスの回答 
県外からのレファレンスサービスは、簡単 

に来館することのできない人がほとんどなの

で、一週間ほど調査を行い、回答と同時に、

複写案内なども行っている。 
県内のレファレンスについては、当館で所

蔵をしている資料をできるだけ紹介し、来館

していただくように勧めている。 
(7) インターネットレファレンスの利点 
電話での受付と違い、入力フォームを使う 

ことで、利用者に知っている情報を少しでも

多く入力していただき、さらにそれが文字と

して間違いなく残るので、聞き漏らしや漢字
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の誤字が無いため、その後の調査が迅速に行

える。また、E メールを通してやりとりを行

うため、利用者にとって回答を受け取る時間

に制約されないことも大きな利点と考えられ

る。 
また大抵の場合、利用者は受け取った回答 

のメールを印刷して来館される。書名・著者

名・請求記号、そして該当していると思われ

るページが記入してあるので、窓口で尋ねる

ことを苦手とする利用者はそれを見ながら資

料を書架から探し出すことができる。私たち

も来館され尋ねられるより、前もって依頼し

て来館していただくほうが、細かな調査をす

ることができるので、利用者の要求に近い回

答をすることができる。 
 
３ まとめ 

 検索エンジンで自分の知りたい言葉を入力

し検索すれば、該当するページが多数表示さ

れる現代、インターネットを使いこなすこと

ができる人は年々増加している。そんな人た

ちが、疑問に思ったことを当館のレファレン

スサービスを使って解決できる、また、調査・

研究を行っている方が利用してみようと思う、

そんなレファレンスサービスがホームページ

を通して提供できるようにと考えている。 
そのため、当館では現在、レファレンスの

データベース化を進めている。今まで蓄積し

てきたレファレンスの回答は、件名別にタグ

をつけ、担当職員がかろうじて検索すること

ができる形をとっている。 
しかし、年度毎に区切られているファイル

から、該当する回答を探し出すのは難しい。

そして、それを利用者が活用することはでき

ない状況である。それらをデータベース化す

ることで、利用者へのサービスは双方向に変

わってくる。 
当館は平成 16 年度、国立国会図書館のレ

ファレンス協同データベース実験事業に参加

申し込みをした。これにより今まで積み上げ

てきた岐阜市立図書館のレファレンス事例を、

今まで以上に活用できるきっかけになると考

えている。 
 将来的には、レファレンスデータベースを

ホームページから利用者が自由に検索し、自

ら知りたい情報を入手する、そして、さらな

るレファレンスにつながる、そんな双方向サ

ービスの提供を目指したい。 
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浜松市立中央図書館（静岡県） 
におけるレファレンスサービス 

 
１ 浜松市立図書館の概要 
 浜松市は豊かな自然と温暖な気候に恵まれ         
た、静岡県西部に位置する中核市である。面    
積は約 256.9 ㎢、人口は約 60 万 5 千人。県

庁所在地でもなく、大都市の近郊でもない都

市が人口 60 万を超えることは全国的にも珍

しい。古くから楽器、型染、繊維などの産業

に支えられながら発展してきた浜松は、現在、

産業と文化の調和ある豊かな人間都市を目指

し、まちづくりを進めている。 
浜松市立中央図書館は延床面積 5.162 ㎡、 

１階に一般書架と児童書コーナー、2 階には

参考図書室、郷土資料室、閲覧室、市史編纂

室があり、地下１階が閉架書庫となっている。

蔵書数は約 42 万冊で、この他分室及び市内 9
館ある地区図書館を合わせると、蔵書数は約

107 万冊となる。昨年度の貸出冊数は全館で

約246万冊、利用者数は約72万人であった。 
 
２ レファレンス業務について 
(1) レファレンス対応状況  

現在浜松市立中央図書館では、一般レファ

レンスは参考図書室で専任職員 2 名が、郷土

関連のレファレンスは、郷土資料室で専任職

員５名が対応している。参考図書室は１万点

強の参考資料を所蔵しており、閉架の参考資

料も合わせると約 2万点になる。他に地形図、

新聞縮刷版、官報、CD-ROM などが閲覧で

きる。 
レファレンスは、口頭、電話、文書又はフ

ァックス、電子メールの手段で受け付けてい

る。また、地区図書館に寄せられたレファレ

ンスで対応しきれない内容については、中央

図書館へ寄せられる。 
昨年度中央図書館に寄せられたレファレン

スは計 11,512 件。内訳は口頭 8,019 件、電

話 3,380 件、文書 69 件、電子メールは 44 件

であった（表１）。 特に電子メールによるレ

ファレンス受付件数は、市立図書館では全国

的にも件数が多いとの事なので、メールレフ

ァレンスについて詳しく述べたい。 

 
＜表１＞ 

・平成 15 年度レファレンス統計 （単位：件） 
 口頭 電話 文書 メール 合計 

受付 5,180 2,698 0 0 7,878 

郷土 974 172 39 22 1,207 

参考室 1,865 510 30 22 2,427 

合計 8,019 3,380 69 44 11,512 

 
(2) メールレファレンス 
浜松市では平成 12 年 1 月よりホームペー

ジを開設した。翌年にはインターネットから

の蔵書予約が可能となり、電子メールによる

レファレンスの受付サービスは平成 14 年１

月 5 日から開始した。静岡県内では 3 番目の

サービス実施であった。 
図書館のホームページ内にレファレンスメ

ニューを設け、そこをクリックするとレファ

レンスフォーマットへリンクする。市内の利

用者からは一般的なレファレンスなど規定の

範囲内で対応するが、市外の利用者について

は郷土関係の質問のみに限定している。また、

回答は原則として電子メールを用いるが、電

話や文書などの方法をとる場合もあるので、

申込みの際には氏名、住所、電話番号、メー

ルアドレスなどを書き込んでもらう。利用者

が安心して申し込めるよう、現在レファレン

スページは暗号化されており、プライバシー

の保護対策がなされている。 
定型フォーマットに必要事項を入力して送

信するだけという手軽さからか、サービス開

始当初は月 10 件以上のレファレンス申込み

があった。メールであれば時間帯を気にする

ことも無く、また口頭や電話などで直接質問

しにくい内容のレファレンスも気軽に質問で
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きるというのが、メールレファレンスの利点

であるといえる。ただし気軽であるが故に、

レファレンス以外の内容の物も時折送られて

くる。よく目立つのが、相互貸借の依頼であ

る。当館では相互貸借の申込は原則来館して

もらっているので、その旨を返信して来館を

お願いしている。このような場合、レファレ

ンスのフォーマットで送信されているが、レ

ファレンスではないので件数にはカウントは

しない。 
  また、浜松市内には 5 つの大学がある。大

学生はインターネットや電子メールを日常的

に使用しているので、メールレファレンスは

活用しやすいツールなのだろう。レポート作

成などのために申し込んだと思われる、専門

的な内容のレファレンスも目立つ。こういっ

た現状も、当館のメールレファレンスの件数

が多い一因なのかもしれない。 
 
３ レファレンスDBについて 
当館では、蓄積されたレファレンスは「レ

ファレンスメモ」として、Word 文書で、質

問・受付年月日・受付手段・回答経緯などを

記録し保存している。ただ、寄せられたすべ

てのレファレンスを記録するのは困難なため、

難易度の高かった事例や、今後も質問が予想

される事例を中心にまとめている。また、明

確な回答に至らなかったレファレンスも同様

に記録し、追跡調査などで回答が得られた場

合には追記している。 
記録されたレファレンス事例は、1～2 ヶ月

ごとにまとめて全職員に回覧し、回答経緯を

共有している。回覧し終わった記録は業務用

端末に入力し、データベース化する。入力デ

ータ内容はメモと同じく質問や受付手段・回

答経緯などであるが、回答経緯はスペースの

都合上、簡略化して入力する。より詳しい過

程を確認するには、レファレンスメモを参照

するようにしているが、その際検索しやすい

ように、事例には通し番号を付番している。

郷土レファレンスも同様に事例をデータベー

ス化している。これにより、中央図書館の職

員だけでなく地区図書館の職員にもレファレ

ンス事例の検索が可能となり、回答の共有が

できる。 
また、レファレンスで寄せられた事例は、

弱いと思われる分野の蔵書の補強の参考にす

るなど、今後の蔵書構成にも反映させるよう

努めている。 
将来的にはオンライン上でもレファレンス

DB を公開できれば、利用者への情報発信及

びレファレンスサービスの向上にもつながる

のではないかと思われる。 
 
４ インターネット情報の活用 
レファレンス調査の際、回答への手がかり

がまったく掴めない時に、インターネットは

必要な情報を迅速に検索できる重要なレファ

レンスツールである。当館では画面の「お気

に入り」に代表的なデータベースや検索エン

ジンを登録し、質問内容に応じて使い分ける

ようにしている。ただ、あまりに情報が多く、

情報の信頼性を見極める必要があるため、当

館ではインターネット情報は調査の手掛りと

して利用し、ネットで得た情報は図書館資料

で裏付けを取り、回答するようにしている。 
しかし利用者の求める情報には、図書より

もインターネットによる情報のほうが、より

適切な場合もある。例えば統計関連の最新情

報を求められた場合、公的機関や団体等の作

成しているホームページでは常に最新の情報

が提供されており、図書より数段早く情報入

手できることがある。 
現在、当館では一般利用者にインターネッ

ト端末を開放するサービスは行っていない。

（浜松市内では、地区図書館１館のみでイン

ターネット端末を開放している）従って、利

用者が自宅等でインターネットができる環境

にあるか確認したうえで、サイトのアドレス

を紹介するなどの対応もしている。 
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また、従来は冊子体で報告されていた情報

も今後は冊子体を廃刊し、インターネット上

でのみ情報公開するというケースも見られ、

レファレンスサービスを取り巻く環境も変化

しているといえる。今後は利用者にもインタ

ーネット端末を開放して、信用性のあるサイ

トの情報を提供するサービスを実施してきた

いと考えている。 
 
５ 郷土資料室について 
当館の郷土資料室は、浜松をはじめ、静岡

県内および三遠南信の資料を収集・所蔵して

おり、幅広い市民の方に閲覧利用されている。 
現在の蔵書数は閉架の資料も含めると約４万

点強になる。郷土資料室では「郷土」に関す

る記事を「件名目録カード」に記入するとと

もにデータベースの登録も行い、業務に活用

している。これまでの蓄積データもかなりの

件数になるので、引き続きこの方法でデータ

ベースの充実に努めるようにしている。 
また、最近では小中学校の「調べ学習」や

「自由研究」の題材や資料収集のために利用

されることも多い。問合せの多いテーマとし

ては「浜松城」「徳川家康」「三方原の戦い」

「浜名湖」「天竜川」「自分の住んでいる町に

ついて」などである。これらは定番のレファ

レンスであるため、照会資料のファイルを用

意しておき、同時に多人数のレファレンスが

あった場合でも手際の良い対応ができるよう

にしている。 
一般に郷土資料に関する資料は、行政をは

じめ、各種団体などで発行しており、書店等

で入手ができないものが多いため、積極的な

収集に努めている。 
 
６ 今後の課題 
当市の図書館では今後「行政支援」を目指

しているが、それには行政からの資料提供が

必要不可欠のため、庁内や各部署への資料提

供の依頼をしているが、十分に認知されてい

ないのが実状である。これは今後の大きな課

題であると思われる。 
また、当市は平成 17 年 7 月に、周辺 11 市

町村との合併を予定しているため、「郷土」と

いう守備範囲が広範になることや、各市町村

で保管している資料の散逸防止なども、今後

の大きな課題である。 
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愛知図書館協会における 
レファレンスサービス研修 

 
１ はじめに 
愛知県には、県域を対象とする図書館関係

団体として、愛知図書館協会、愛知県公立図

書館長協議会、愛知県学校図書館研究会など

がある。このうち、愛知図書館協会と愛知県

公立図書館長協議会は、愛知芸術文化センタ

ー愛知県図書館に事務局を置き、会員館の職

員を対象とした研修事業などを行っている。

そのひとつに、愛知図書館協会が実施してい

るレファレンスサービス研修があり、今年度

で 3 回目を迎えた。 
県内の公立図書館では、レファレンスの重

要性が認識され、積極的に取り組む館が増え

ており、レファレンス能力の向上を図るため

のこの研修は、非常に期待される研修になっ

ている。 
また、「公立図書館の望ましい基準」などで

県立図書館の責務として県内公立図書館職員

の研修実施が示されており、愛知県図書館と

してもこの協会の研修は、独自事業を補完す

るものとして重点を置いているものである。 
今回の報告は、県域の図書館職員に対する

レファレンス能力の向上を目指す取組みのひ

とつの事例として、協会の事務局を置く愛知

県図書館から紹介するものである。 
 
２ 愛知図書館協会の組織と活動 

(1) 組織･会員 
愛知図書館協会は、昭和 25 年に愛知県内

の公立･大学･学校図書館などの団体会員と個

人会員を主な構成員として、「図書館事業の進

歩発展を図り、もって教育と文化の振興に寄

与する」ことを目的に発足した任意団体であ

る。 
主要な活動として、「本に親しむみんなのつ

どい」集会や「読書感想文愛知県コンクール」

などの読書普及活動や、会員の研鑚事業とし

て「図書館研究集会」「公立図書館職員研修会」

などを開催してきた。 
現在の会員は、公立図書館 77 館、専門図

書館 5 館、大学図書館 22 館、その他(公民館

図書室等)6 館の施設会員(計 110 館)と個人会

員 50 名、賛助会員 27 社で組織されている。 
 (2) 研修活動への取組み 

平成 13 年度に会員を対象に行ったアンケ

ート調査では、児童サービス、資料補修、デ

ジタル･ライブラリアン、レファレンスなどの

希望が多く出され、また、従来の多数の参加

者を前提とした総花的な講演研修ではなく、

参加者を絞った実務的･実技的な研修の開催

が望まれていた。 
協会では、平成 14 年度に行われた組織の

改変に伴い、それまで行ってきた事業に替え

て、会員からの要望が強かった研修事業を中

心に活動を行うこととした。平成 14 年 5 月

に開催した協会の理事会と総会では、研修事

業を充実させる活動方針が満場一致で承認さ

れ、さらに内容の検討を行うために研修委員

会が設立されることになった。 
(3) 研修委員会 
研修委員会は、施設会員のニーズと実情を

反映しながら具体的な研修計画を策定するた

めに設けられ、委員は、会員館の館種ごとに

選任されている。現在の委員は、愛知県図書

館と名古屋市、尾張部(愛知県西部)、三河部(同
東部)の公立図書館から各 1 名、大学図書館と

専門図書館から各 1 名、協会事務局(愛知県図

書館)から 1 名の 7 名である。 
研修委員会では、年間の研修計画の策定か

ら個別の研修講座のカリキュラム構成までの

企画を行っている。この 3 年間は、レファレ

ンスサービス研修を始め、児童サービス研修、

資料保存研修、IT 研修を実施してきた。 
なお、児童サービス研修については、研修

委員会の下部組織として研修実行委員会(委
員 4 名)が設けられ、研修内容の企画立案から

実施までを担当している。 
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３ レファレンスサービス研修について 
(1) カリキュラム構成 
レファレンスサービス研修は、経験の比較

的浅い職員が自信を持ってレファレンスカウ

ンターに立てるようになることを目標にして

いる。そのため、少人数の集中連続講座を特

徴としている。応募には、司書資格を持つか

レファレンスを担当していることと、全課程

を受講できることが条件になる。 
講義内容は、講義と演習･実習を組み合わせ

て構成している。 
講義は、図書館におけるレファレンスの位

置付けや必要性、レファレンスを行うにあた

っての注意事項、レファレンス処理記録の作

成など、レファレンスに関する基本的事項の

習得を目的とする「レファレンス概論」から、

医療情報の調べ方やレファレンスへのインタ

ーネットの活用などのテーマを絞った各種技

術の活用や、レファレンスインタビューの方

法などを講義形式で行っている。 
演習は、講師が出題する数問の課題に対し

て、回答プロセスと調査資料を記入した回答

票を事前に提出し、その回答票に基づき、講

師と受講者で討議を進めるようにしている。 
課題の作成にあたって講師に心掛けてもら

っている点がいくつかある。まず、中小公立

図書館の職員が受講者の中心となっているた

め、中規模程度以下の公立図書館が所蔵する

資料またはインターネットの利用により解答

可能なものであること、クイズのような設問

にならないよう注意すること、あまりアカデ

ミックなレファレンスに偏らないようにする

こと、などである。また、演習の進行には、

できるだけ受講者の発言機会を作ること、課

題とその解答は必ず演習のなかに盛り込むこ

と、などもお願いしている。 
また、平成 15 年度は、演習の一環として

実習も採用し、受講者に 1 人 1 台づつパソコ

ンを用意して、インターネット上のデータベ

ース情報の入手方法の習得なども行った。 

講師は、研修委員会と事務局で候補者をリ

ストアップし、事務局から依頼している。主

に講義を外部講師に、演習は協会会員館の中

から持ち回りで適任者を選んで講師をお願い

することが多い。 
この 3 年間のカリキュラムと講師は、以下

のとおりである。 
 

 

平成14年度
開催日 時間 科 目 講　師

1時限 ［講義］レファレンス概論
斎 藤 誠 一 （立 川 市
中央図書館）

2時限 ［演習］人物のレファレンス
古賀準二
（愛知県図書館）

1時限
［演習］地域資料の
           レファレンス

山 田 久 ( 名 古 屋
市天白図書館)

2時限 ［演習］文献のレファレンス
村上昇平
（愛知県図書館）

1時限
［演習］事柄（文系）の
　　　　　レファレンス

戸田豊志
（半田市立図書館）

2時限
［講義］公共図書館での
　医療情報提供の可能性

野添篤毅(愛知淑徳
大学教授)

1時限
［演習］事柄（理系）の
　　　　　レファレンス

渡辺秀明
（愛知県図書館）

2時限
［講義］ITのレファレンス
　　　　 への活用

土本 潤
（岐阜県図書館）

○第1時限 13:30～15:00      ○第2時限　15:15～16:45
○会場 愛知県図書館(中会議室)

平成15年度
開催日 時間 科 目 講　師

1時限 ［講義］レファレンス概論
大 串 夏 身 （ 昭 和 女
子大学教授）

2時限
［演習］事項（理系）の
　　　　　レファレンス

渡辺秀明
（愛知県図書館）

1時限
［演習］事項（文系）の
　　　　　レファレンス

中川享司
（愛知県図書館）

2時限
［講義］ITのレファレンス
　　　　 への活用

土本 潤
（岐阜県図書館）

1時限
［演習］インターネット検索
          の実際

草川一樹
（太陽化学㈱）

2時限
［演習］地域資料の
           レファレンス

西澤敏明(名古屋市
鶴舞中央図書館)

第４回
1月 9日

(金)
1時限

［公開講座］
レファレンス・インタビュー
 －その方法と接遇－

斎藤誠一 （立川市
中央図書館）

○第1時限 13:15～15:00 (第4回は　14:00～16:00)
○第2時限 15:15～17:00
○会場 第1･2回愛知県図書館(中会議室)
           第3回愛知学院大学日進キャンパス
           第4回愛知県図書館(大会議室)

平成16年度
開催日 時間 科 目 講　師

1時限 ［講義］レファレンス概論
森下芳則
（田原市図書館長）

2時限
［演習］地域資料の
           レファレンス

石川幹彦
（愛知県図書館）

1時限
［講義］ITのレファレンス
　　　　 への活用

土 本 潤 ( 日 進 市 新
図書館建設準備室)

2時限 ［演習］文系のレファレンス
藤吉成幸
（愛知県図書館）

1時限
［講義］レファレンス・
        　 ツール の評価

吉 田 昭 子 （ 東 京 都
立中央図書館）

2時限 ［演習］理系のレファレンス
作野 誠（愛知 学院
大学図書館）

第４回
1月20日

(木)
1時限

［公開講座］
レファレンス・インタビュー

小田光宏
（青山学院大学
教授）

○第1時限 13:00～15:00 (第4回は　13:30～16:30)
○第2時限 15:10～16:40
○会場 第1～3回愛知県図書館(中会議室),第4回 同(大会議室)

第１回
12月 3日

(金)

第２回
12月16日

(木)

第３回
1月14日

(金)

第１回
11月22日

(金)

第２回
12月 6日

(金)

第３回
12月20日

(金)

第４回
1月10日

(金)

第１回
11月20日

(木)

第２回
12月 3日

(水)

第３回
12月19日

(金)
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初年度の平成 14 年度は、手探りの状態で

スタートしたこともあり、1 日に 2 コマの演

習を組んだため、受講者が日常業務を行いな

がら 1 週間程度で 10 問の課題をこなさなけ

ればならないこともあった。このため、受講

者から「とてもハードな研修だった」との意

見が寄せられ、次年度以降は、課題を課す演

習は、1日1コマに限るなどの変更を加えた。 
また、少人数を対象とする研修として企画

していたが、「内容的に充実した講師陣での研

修が少人数しか受講できないのはもったいな

い」との意見もあり、平成 15 年度から講義

形式のうちの 1 コマを公開講座とし、正規受

講者の後ろに席を設けて希望者全員が聴講で

きるようにしている。 
(2) 応募･参加状況 
少人数研修ということで、初年度は受講者

数を 20 名に設定した。演習課題の解答を事

前に講師が確認して講義に反映させることと、

受講者全員に発言機会を用意するという主旨

から、これ以上の人数では講師の負担が大き

すぎると判断されたためである。 
これに対し応募状況は、1 館から 1 名の推

薦に制限したがそれでも 40 名に達し、倍率

は 2 倍にのぼった。このペースでは会員館全

館が受講するには、最長 5 年待たなければな

らないことになる。幸い演習にあたった講師

から若干名であれば受講者を増やすことが可

能であるとの発言があり、平成 15 年度から

は受講者数を 24 名に増やして受講機会を広

げることにした。それでも、15 年度 34 名、

16 年度 36 名の応募があり、倍率は 1.5 倍程

度で推移しているため、全員受講が可能にな

るのは相当先にならざるをえないようである。 
受講者を館種別に見ると、公立図書館が約

8 割を占め、残りが大学図書館、専門図書館

などである。 
(3) 研修評価 
受講者に、講義･演習の内容･配布資料･時間

配分などの適切性や満足度などを 10 段階で

行う数値評価や、良かった点悪かった点など

を記述する記名式のアンケート用紙を講義ご

とに配布し、毎講義終了後回収している。ま

た、全研修終了時に、研修全体のアンケート

も行っている。さらに、アフターレポートと

して、研修終了後 1 ヶ月以内にＡ4 用紙 1 枚

にまとめた感想文を提出することにしている。 
こうしたアンケートやレポートからは、研

修計画の反省点や次年度以降に反映すべき項

目が浮かび上がってくる。受講者には負担で

はあるが、研修委員会や事務局にとって研修

評価のための貴重なデータとなっている。 
 
４ まとめ 
今年度で 3回目となるレファレンスサービ

ス研修は、県内図書館の間で継続的に開催さ

れる唯一のレファレンスの研修として好評で

あるが、今後の課題も多い。 
少人数の講座ということで、受講者の選考

には抽選を行わざるを得ない。未受講館を優

先し、残った受講枠を既受講館で抽選する方

法をとっているが、大規模館では職員数に対

して受講経験者が少ないという問題が生じて

いる。また、レファレンスへの取組みを強化

している図書館からは、全職員に受講させた

いという要望も出ており、選考方法と受講者

数の設定が大きな課題となっている。解決方

法としては、開催回数を増やすことが最も有

効であるが、経費や講師陣の負担増を考える

と直ちに実行できず、開催の積み重ねのなか

で解決するしかないのが現状である。 
また、受講者のレベルのバラツキをどう解

決するかという問題もある。募集要項に示す

図書館経験が浅い職員を対象とするという前

提を大きく超える経験 20 年以上の応募者も

引きをきらない。経験年数の超過は失格要件

ではないが、講義内容の目標レベルをどの辺

に設定するかという問題もあり、この研修を

初級と上級に分けて開催するなどの対応を今

後検討する必要があろう。 
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